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候  三菱信託銀行【信託使った天  

選択でき、コストも安い  
‘㌢＋～．L－湖沼瀾頼ひ刊仁王・？「．・村∴  

芋二・王妃削軒描・．せいりか  
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編集部  
食掛ぐ萎にj」審そ）発せ財前寅ト   

小一まや珍しく－なくノなった薫供声わヾティブ。  

で、よつとユニニクな商皐が現れ   

た。それが三菱信託銀行が発売じた天候  

Jスクヘッジ型特定金銀信託「ウェザーデリ  

ヾティブ信託」です。デリバティブに信託を  

穿ち込んだことで「コストが安くく選択の余  

例えl釆憂物率料を売っている場合、▲冷夏  

だったら大損害を受けますが、天候デリ 

ィブ契約を結んでおけば、気温の低下が長引  

けばお金が入ってくるので損失が補てんでき  

るというわけです。もちろん、条件内ならプ  

レミアムは返ってきませんし、お金も入って  

きません。   

三菱信託銀行の「ウェザーデリバティブ信  

託」も基本的にはこのスキームと同じです。  

通常のデリバティブと同様、オプションを使  

います。例えば、気温低下による売り上げ減  

少なら、プットオプションの購入、降雨、降  

雪による売り上げ減少ならコールオプション  

の購入という具合です。   

ただ、異なっているのは信託契約を使って  

いることです。天候デリバティブを購入した  

い顧客は三菱信託鍛行との間で信託勘定を設  

定します。通常の天険デリバティブは顧客か  

らプレミアムを受け取りますが、この場合は  

プレミアムではなく信託報酬1費を受け取る仕  

組みです。従って、支払し．、が生じた場合も信  

天候デリバティブとはいう・までもなゝく二汁気  

温、降雨、二降雪、積雪など天候の異変によっ  

て起こった事業上の損失を補てんする」とや  

うものです。方法としては場所、期間、気温、  

雨量などを決め、プレミアム（＝手数料）を  

支払います。もし一定の期間で、気温が設定  

した条件より高かった（もしくは低かった）  

場合や、雨量が設定した条件より多かったり  

（もしくは少なかったり）した場合、顧客はそ  

の度合いに応じてお金を受け取ると㌧二う仕組               －ノ ー▲■ソ．－J㌧一し■ト     ーl．．】－1－ヽ∴－1，l一■・、   ′′‘L．」一   ′ rl一’JTl■  
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行は≠阻成したものを複数のマーケットメーカ  

ーに提示、顧客の要望に応じたところのもの  

を採用する仕組みなので顧客の自由度が高ま  

るわけです。しかも、デリバティブの内容に  

ついてもよく見られるうえ、安いマーケット  

メーカーが選べるため、その分コストも安く  

できるということです。   

託配当という形を取ります。   

三菱信託銀行はさらに自ら舶成した商品を  

マーケットゲーカー（＝デリバティブの取引 

相手先）との間で契約を結び、条件が満たさ  

れた場合はお金をそのマーケットメーカーか  

ら受け取り．、、顧客に支払う．と．1㌧、う仕組みです。  
tエここニ  

メリットは3つ   

■t■－    ＿  
享衰感醜行ギ纏信託契約を使うメリット          】  

′l、・†’ト とセモー畠ちを挙げて■し1ニ真す。   
箪1＿が信託の形態を取るので、デリバテ．イ  

ブ取軒あ舶転揮ない顧客でも淑引しゃす           ‾lざ ！′ 

、 い土∧とでずら▲天候デリバティブは普及してき  

．＿’ヽ， たと政置・主’まだ、デリバティブに抵抗感を持  

ら企業もありますが、それらの企業も購入し  

やすぐなるというわ●けです云  

－・第2が信託契約な由でデリバティブ取引に  

かかわる期日管理や決済事務な－どの手続きを  

すべて三菱信託銀行が行う 

スこ卜が削減でき′る・ことです。■これミまでの天候  

デリノキティブの顧客古まノ「契約期間内の条件に  

対して実際の天候はどうだらたか」などをチ  

ェヅクずる必要もあり‘ま七たが、それを三菱  

信託銀行が代行してくれるので、そのよう一な  

面倒なこともなくなるというものです。  

第3が複数のギ腐弟一燕瀦搭軸ら  

顧客が自由に商品を選択できることです。通  

常∴天候デリノ寸ティブは販売先が自・ら 

それを販売しますが、こ功場合、三菱信託鋭  

このウェザーデリバティブ信託は昨年10  

月に発表、11月から販売を始めました。「売れ  

行きは予想どおり」としていますが、発売を  

始めた時期は既に冬用の天険デリバティブと  

しては時期が遅かったこともあり、目下、新  

しいシーズン向けに全力を注いでいます。   

いままでに販売した分は「信託報酬は通常  

の天候デリバティブのプレミアムと同じか若  

干安い」とのことです。悩みは支店網が都市  

銀行などライバルより少なく、営業力が弱い  

点としています。  

三菱信託銀行はこの商品を利用してノウハ  

ウを獲得、「信託機能の強みを生かしたデリバ  

ティブ取引のビジネスモデルを確立させた  

い」としています。   

同時に、これを1つのステップに天候デリ  

バティブ以外のデリバティブ、特にクレジッ  

トデリバティブなどの商品の範囲を広げたい  

意向です。いわば、同社のデリバティブ戦略  

のベースになる商品ともいえるでしょう。  
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